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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加圧された流体の塗装材料を表面に塗布するために構成されたモジュール式の塗装噴霧
器であって、
　バルブ筐体であって、（ａ）ノズル開口が中に規定されている前端と、（ｂ）前記前端
に対向する後端であって、これを通ってバルブシャフトを支持するためのバルブシャフト
穴が規定されている後端と、（ｃ）前記前端と前記後端との間で伸張し、内側の流体通路
を規定している筐体側壁と、（ｄ）前記筐体側壁内にあり、これを通って加圧された流体
が、前記内側の流体通路へと導入されることが可能な流体供給開口と、を備えているバル
ブ筐体と、
　細長いバルブシャフトを備えているバルブであって、前記細長いバルブシャフトは、後
端と、前記後端に対向するノズル閉鎖前端とを備えており、
（ｉ）前記バルブシャフトは、バルブシャフト軸に沿って伸張し、流体を流体密封して、
前記バルブ筐体に対して相対的に軸上で往復移動するように、前記バルブシャフト穴内に
密閉可能な形で支持され、（ｉｉ）前記ノズル閉鎖端は、前記内側の流体通路と共に位置
づけられ、前記後端は前記バルブ筐体の前記後端よりも後方に位置づけられ、（ｉｉｉ）
前記バルブシャフトは、通常前方のノズル閉鎖位置に向かって付勢されていて、前記ノズ
ル閉鎖位置では、前記ノズル閉鎖端が、前記ノズル開口を密閉し、前記流体供給開口を通
って前記流体通路中に導入された加圧された流体が、前記ノズル開口から出ることを防い
でいることを特徴とするバルブと、
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　前記バルブ筐体に対して選択的に協働するように結合または分離するように構成された
バルブ作動組み立て部と、
　本体と、
　前記本体に対して相対的に、旋回可能に移動及び線形移動するために取り付けられたレ
バーであって、前記バルブ筐体の外側で前記バルブシャフトの一部分と選択的に係合する
バルブ係合面を備えており、
（ｉ）前記レバーは、第一方向に旋回する場合には、前記バルブシャフトが、前記ノズル
開口を開くために後方に変位しており、（ｉｉ）前記レバーは、前記第一方向とは逆の第
二方向に旋回する場合には、前記バルブシャフトが、前記ノズル閉鎖位置の方向に向かっ
て前方に変位することを特徴とするレバーと、
　を備えているモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項２】
　（ａ）前記バルブ作動組み立て部が、引金本体を備えており、
　前記引金本体は、
（ｉ）人間の手で掴むように構成されたハンドルと、（ｉｉ）前記ハンドルから前方方向
に伸張し、前記バルブ筐体の長さの一部分を選択的に受容しかつ保持するように構成され
た胴部分とを備えており、
　（ｂ）前記レバーは、前記ハンドルの前方に設けられた引金であり、引金旋回ピンによ
り前記ハンドルに対して相対的に、旋回可能に移動及び線形移動するために保持されてい
ることを特徴とする請求項１に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項３】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることができ、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記引金本体とバルブ筐体とが、相互に結合または結合解除されることを
特徴とする請求項２に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項４】
　（ａ）前記引金は、
　（ｉ）下方引金端と、（ｉｉ）上方引金端であって、横断方向に間隔を取って設けられ
た第一指部材と第二指部材とにより枠部材を規定し、前記引金旋回ピンが前記引金を保持
するためにこれを通る上方引金端と、（ｉｉｉ）前記指部材の間を横断方向に伸張し、前
記下方引金端に向かって伸張するバルブシャフトノッチを備えており、かつ前記指部材間
の間隔よりも狭い指と係合する面と、　（ｉｖ）前記指と係合する面に対向するバルブ係
合面と、を備えており、
　（ｂ）前記引金旋回ピンは、前記引金旋回ピンと引金とを、上方引金位置と下方引金位
置との間で、容易に選択的に線形変位させるために、前記引金本体中に規定された細長い
ピン溝内に保持されており、
　（ｃ）前記バルブシャフトは、少なくとも１つの方向に沿って十分大きい、より大きな
バルブシャフト部分を備えており、これが、前記バルブシャフトノッチを通過することが
できないシャフト肩部を規定しており、
　（ｄ）前記上方引金位置は、（ｉ）前記バルブ筐体と引金本体とが協働するように結合
される際に、前記バルブシャフトの長さの一部分は、前記バルブシャフトノッチを通過し
、前記より大きなバルブシャフト部分は前記引金より後方に位置づけられており、（ｉｉ
）前記引金がハンドルの方向に向かって後方に旋回されると、前記バルブ係合面が前記シ
ャフト肩部に係合し、前記ノズル開口を開くために前記バルブシャフトが変位させられる
位置であり、
　（ｅ）前記下方引金位置は、前記より大きなバルブシャフト部分が前記指部材の間を通
過でき、これにより、代わりのバルブ筐体の、前記引金本体への挿入と、これからの取り
外しとが容易になるような位置であることを特徴とする、
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請求項３に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項５】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることが可能であり、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
バルブ筐体内に規定された前記貯蔵部と前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧する
ことなしに、前記バルブ作動組み立て部と前記バルブ筐体とは、相互に結合または結合解
除が可能であることを特徴とする請求項１に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項６】
　前記バルブ筐体が選択的に結合されることが可能な前記バルブ作動組み立て部は、ポー
ル取り付け可能な作動部ヘッドであり、前記作動部ヘッドは、ヘッド筐体を備えており、
　前記ヘッド筐体は、
　　前端および後端と、
　　ポール取り付け部であって、これによって、前記ヘッド筐体が、伸張ポールの末端に
固定されることができ、前記伸張ポールは、前記末端に加えて、前記末端と対向する近端
と、前記末端よりも前記近端により近い引金とを備えているポール取り付け部と、
　　前記前端に対して開いていて、前記バルブ筐体の長さの一部分を選択的に受容し保持
するために構成された胴部分であって、筐体保持チャンネルを備えている胴部分と、
　を備えており、
（ｉ）前記レバーは、前記ヘッド筐体内で、前記ヘッド筐体に対して相対的に、最も前方
位置と後方位置との間で旋回可能に変位するように取り付けられているバルブシャフトレ
バーであり、
（ｉｉ）前記バルブシャフトレバーの前記最も前方位置が、前記バルブシャフトの前記ノ
ズル閉鎖位置に対応しており、
（ｉｉｉ）前記バルブシャフトレバーは、細長い柔軟性を備えている連結部に連結されて
いて、前記細長い柔軟性を備えている連結部が、前記ノズル開口を開くために、前記バル
ブシャフトレバーを後方位置に向かって変位させることができ、かつ、前記バルブシャフ
トを対応して後方に変位させることができることを特徴とする請求項１に記載のモジュー
ル式の塗装噴霧器。
【請求項７】
　（ａ）前記バルブシャフトレバーは、レバー壁を備えており、前記レバー壁は、（ｉ）
後方直面バルブ係合面と、（ｉｉ）前記後方直面表面の一部分を貫通して規定される形で
、鍵状のバルブシャフト開口を備えており、前記バルブシャフト開口が、第一開口部分と
、前記第一開口部分よりも少なくとも１つの次元に沿ってより大きな第二開口部分とを備
えており、
　（ｂ）前記バルブシャフトレバーは、前記ヘッド筐体に対して相対的に旋回可能に変位
することに加えて、第一線形位置と第二線形位置との間で、前記ヘッド筐体に対して相対
的に選択的に線形変位されるように取り付けられており、
　（ｃ）前記バルブシャフトは、少なくとも１つの次元に沿って、十分大きく、より大き
なバルブシャフト部分を備えており、これが、前記第一開口部分を通過することができな
いシャフト肩部を規定しており、
　（ｄ）前記第一線形位置は、（ｉ）前記バルブ筐体と前記作動部ヘッドが協働するよう
に結合される際に、前記バルブシャフトの長さの一部分が、前記鍵状のバルブシャフト開
口を通過し、前記より大きなバルブシャフト部分は前記バルブシャフトレバーより後方に
位置づけられており、（ｉｉ）前記バルブシャフトレバーが後方に旋回されると、前記バ
ルブ係合面が前記シャフト肩部と係合し、前記ノズル開口を開くために、前記バルブシャ
フトが変位させられる位置であり、
　（ｅ）前記第二線形位置は、前記より大きなシャフト部分が前記第二開口部分を通過で
き、これにより、前記作動部ヘッドと代わりのバルブ筐体との結合および結合解除が容易
になるような位置であることを特徴とする、請求項６に記載のモジュール式の塗装噴霧器
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。
【請求項８】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることができ、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記作動部ヘッドと前記バルブ筐体とが、相互に結合または結合解除され
ることが可能なことを特徴とする請求項７に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項９】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることができ、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記作動部ヘッドと前記バルブ筐体とが、相互に結合または結合解除され
ることが可能であることを特徴とする請求項６に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項１０】
　加圧された流体の塗装材料を表面に塗布するために構成されたモジュール式の噴霧塗装
器であって、
　バルブ筐体であって、
（ａ）ノズル開口が中に規定されている前端と、（ｂ）前記前端に対向する後端であって
、これを通ってバルブシャフト穴が規定されている後端と、（ｃ）前記前端と前記後端と
の間で伸張し、内側の流体通路を規定している筐体側壁と、（ｄ）前記筐体側壁内にあり
、これを通って加圧された流体が、前記内側の流体通路へと導入される流体供給開口と、
　を備えているバルブ筐体と、
 
　細長いバルブシャフトを備えているバルブであって、前記細長いバルブシャフトは、後
端と、前記後端に対向するノズル閉鎖前端とを備えており、
（ｉ）前記バルブシャフトが、バルブシャフト軸に沿って伸張し、流体を流体密封して、
前記バルブ筐体に対して相対的に軸上で往復移動するように、前記バルブシャフト穴内に
密閉可能な形で支持されており、（ｉｉ）前記ノズル閉鎖端が、前記内側の流体通路と共
に位置づけられ、前記後端は前記バルブ筐体の前記後端よりも後方に位置づけられており
、（ｉｉｉ）前記バルブシャフトが、通常前方のノズル閉鎖位置に向かって付勢されてい
て、前記ノズル閉鎖位置では、前記ノズル閉鎖端が、前記ノズル開口を密閉し、前記流体
供給開口を通って前記流体通路中に導入された加圧された流体が、前記ノズル開口から出
ることを防ぐことを特徴とするバルブと、
　前記バルブ筐体に対して選択的に協働するように結合または結合解除するように構成さ
れた引金本体と、を備えており、
　前記引金本体が、
　ハンドルと、
　前記ハンドルの前方に設けられ、前記ハンドルに対して引金旋回ピンにより相対的に、
旋回可能に移動及び線形移動するために保持された引金であって、前記引金は、前記バル
ブ筐体の外側で前記バルブシャフトの一部分と選択的に係合するバルブ係合面を備えてお
り、これにより、前記引金がハンドルの方向に向かって旋回する場合には、前記ノズル開
口を開くために、前記バルブシャフトが、前記ノズル閉鎖位置の方向から出される引金と
、
を備えていることを特徴とするモジュール式の噴霧塗装器。
【請求項１１】
　（ａ）前記引金は、
　（ｉ）下方引金端と、（ｉｉ）上方引金端であって、横断方向に間隔を取って設けられ
た第一指部材と第二指部材とにより枠部材を規定し、前記引金旋回ピンが前記引金を保持
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するためにこれを通る上方引金端と、（ｉｉｉ）前記指部材の間を横断方向に伸張し、前
記下方引金端に向かって伸張するバルブシャフトノッチを備えており、かつ前記指部材間
の間隔よりも狭い指と係合する面と、（ｉｖ）前記指と係合する面に対向するバルブ係合
面と、を備えており、
　（ｂ）前記引金旋回ピンは、前記引金旋回ピンと引金とを、上方引金位置と下方引金位
置との間で、容易に選択的に線形変位させるために、前記引金本体に規定された細長いピ
ン溝内に保持されており、
　（ｃ）前記バルブシャフトは、少なくとも１つの方向に沿って十分大きい、より大きな
バルブシャフト部分を備えており、これが、前記バルブシャフトノッチを通過することが
できないシャフト肩部を規定しており、
　（ｄ）前記上方引金位置は、
　（ｉ）前記バルブ筐体と引金本体とが協働するように結合される際に、前記バルブシャ
フトの長さの一部分は、前記バルブシャフトノッチを通過し、前記より大きなバルブシャ
フト部分は前記引金より後方に位置づけられており、（ｉｉ）前記引金がハンドルの方向
に向かって後方に旋回されると、バルブ係合面が前記シャフト肩部に係合し、前記ノズル
開口を開くために前記バルブシャフトが変位させられる位置であり、
　（ｅ）前記下方引金位置は、前記より大きなバルブシャフト部分が前記指部材の間を通
過でき、これにより、代わりのバルブ筐体の前記引金本体への挿入と、これからの取り外
しとが容易になるような位置であることを特徴とする請求項１０に記載のモジュール式の
噴霧塗装器。
【請求項１２】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることが可能であり、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記引金本体とバルブ筐体とが、相互に結合または結合解除されることが
可能であることを特徴とする請求項１１に記載のモジュール式の噴霧塗装器。
【請求項１３】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることが可能であり、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記引金本体とバルブ筐体とが、相互に結合または結合解除されることが
可能であることを特徴とする請求項１０に記載のモジュール式の噴霧塗装器。
【請求項１４】
　　加圧された流体の塗装材料を表面に塗布するために構成されたモジュール式の塗装噴
霧器であって、
　バルブ筐体であって、
　（ａ）ノズル開口が中に規定されている前端と、（ｂ）前記前端に対向する後端であっ
て、これを通ってバルブシャフト穴が規定されている後端と、（ｃ）前記前端と前記後端
との間で伸張し、内側の流体通路を規定している筐体側壁と、（ｄ）前記筐体側壁内にあ
り、これを通って加圧された流体が、前記内側の流体通路へと導入される流体供給開口と
、を備えているバルブ筐体と、
　細長いバルブシャフトを備えているバルブであって、前記細長いバルブシャフトは、後
端と、前記後端に対向するノズル閉鎖前端とを備えており、
　（ｉ）前記バルブシャフトは、バルブシャフト軸に沿って伸張し、流体を流体密封して
、前記バルブ筐体に対して相対的に軸上で往復移動するように、前記バルブシャフト穴内
に密閉可能な形で支持されており、（ｉｉ）前記ノズル閉鎖端は、前記内側の流体通路と
共に位置づけられ、前記後端は前記バルブ筐体の前記後端よりも後方に位置づけられてお
り、（ｉｉｉ）前記バルブシャフトは、通常前方のノズル閉鎖位置に向かって付勢されて
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いて、前記ノズル閉鎖位置では、前記ノズル閉鎖端が、前記ノズル開口を密閉し、前記流
体供給開口を通って前記流体通路中に導入された加圧された流体が、前記ノズル開口から
出ることを防ぐように構成されていることを特徴とするバルブと、
　ヘッド筐体を備えている作動部ヘッドであって、前記ヘッド筐体は、
　前端および後端と、
　ポール取り付け部であって、これによって、前記ヘッド筐体が、伸張ポールの末端に固
定されることが可能である、前記伸張ポールは、前記末端に加えて、前記末端と対向する
近端と、前記末端よりも前記近端により近い引金とを備えているポール取り付け部と、
　前記前端に対して開いていて、前記バルブ筐体の長さの一部分を選択的に受容し保持す
るために構成された胴部分であって、筐体保持チャンネルを備えている胴部分と、
　前記ヘッド筐体内で取り付けられているバルブシャフトレバーであり、これが、前記ヘ
ッド筐体に対して相対的に旋回可能に変位することに加えて、第一線形位置と第二線形位
置との間で、前記ヘッド筐体に対して相対的に選択的に線形変位されるように取り付けら
れており、最も前方位置と後方位置との間で変位するように取り付けられていて、前記バ
ルブシャフトレバーは、前記バルブ筐体の外側で前記バルブシャフトの一部分と選択的に
係合するバルブ係合面と、を備えており、
（ｉ）前記バルブシャフトレバーの前記最も前方位置が、前記バルブシャフトの前記ノズ
ル閉鎖位置に対応しており、
（ｉｉ）前記バルブシャフトレバーは、細長い柔軟性を備えている連結部に連結されてい
て、前記細長い柔軟性を備えている連結部が、前記ノズル開口を開くために、前記バルブ
シャフトレバーを後方位置に向かって変位させることが可能であり、かつ、前記バルブシ
ャフトを対応して後方に変位させることが可能であるバルブシャフトレバーと、
備えていることを特徴とするモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項１５】
　（ａ）前記バルブシャフトレバーは、レバー壁を備えており、前記レバー壁は、
　（ｉ）後方直面バルブ係合面と、（ｉｉ）前記後方直面バルブ係合面の一部分を貫通し
て規定する形で、鍵状のバルブシャフト開口を備えており、前記バルブシャフト開口が、
第一開口部分と、前記第一開口部分よりも少なくとも１つの次元に沿ってより大きな第二
開口部分と、を備えており、
　（ｂ）前記バルブシャフトは、少なくとも１つの次元に沿って十分大きい、より大きな
バルブシャフト部分を備えており、これが、前記第一開口部分を通過することができない
シャフト肩部を規定しており、
　（ｃ）前記第一線形位置は、
　（ｉ）前記バルブ筐体と作動部ヘッドが協働するように結合される際に、前記バルブシ
ャフトの長さの一部分が、前記鍵状のバルブシャフト開口を通過し、前記より大きなバル
ブシャフト部分は前記バルブシャフトレバーより後方に位置づけられており、
　（ｉｉ）前記バルブシャフトレバーが後方に旋回されると、前記バルブ係合面が前記シ
ャフト肩部に係合し、前記ノズル開口を開くために前記バルブシャフトが変位させられる
位置であり、
　（ｄ）前記第二線形位置は、前記より大きなシャフト部分が前記第二開口部分を通過で
き、これにより、前記作動部ヘッドと代わりのバルブ筐体との結合および結合解除が容易
になるような位置であることを特徴とする、
請求項１４に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【請求項１６】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることが可能であり、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記作動部ヘッドと前記バルブ筐体とが、相互に結合または結合解除され
ることが可能であることを特徴とする請求項１５に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
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【請求項１７】
　（ｉ）前記流体供給開口は、加圧された流体塗装材料の貯蔵部と接続されている流体供
給管と選択的に結合または結合解除されることが可能であり、
　（ｉｉ）前記流体供給開口が、加圧された塗装材料の貯蔵部と結合された際には、前記
貯蔵部と、前記バルブ筐体内に規定された前記内側の流体通路との間の流体接続を減圧す
ることなしに、前記作動部ヘッドと前記バルブ筐体とが、相互に結合または結合解除され
ることが可能であることを特徴とする請求項１４に記載のモジュール式の塗装噴霧器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（背景）本発明の実施形態は、塗装噴霧器（塗装スプレー装置）に関し、より特定的な
多様な態様では、塗料噴霧器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常の塗料噴霧器は、２本または３本の指により作動されるバネで付勢された引金を有
する携帯噴霧塗装器を有する。引金は、ノズルを通って、加圧された塗料を、噴霧するた
めに選択的にバルブを開ける。「頭の上にある」噴霧対象物へ容易に到達するために、メ
ーカーによっては、細長い噴霧塗装器を製造し、市場で販売している。細長い噴霧塗装器
は、例えば、携帯型の引金本体を有し、この引金本体から細長い剛性の塗料管が伸張し、
この塗料管は、長手方向（縦長方向、長軸方向）で互いに対向する管の近端と管の末端と
を有する。管の末端はノズル状の先端を有し、使用者が引金を管の近端で圧縮すると、こ
のノズル状の先端を通って塗料が排出される。
【０００３】
　第二の塗料製品は、説明用に「起動される伸張ポール（伸長可能な棒）」と称するが、
これは、近端と末端とを有する剛性のポールを有する。このポールの末端は、そもそも利
用者の手中に保持されるように設計された噴霧塗装器を選択的に保持するための機構を有
し、その一方で、ポールの近端は引金を有し、これが作動されると、携帯型噴霧器の引金
上で引っ張られる機構に接続された連結部が作動され、これにより、携帯型噴霧器の遠隔
（例えば、頭の上）での作動を容易にする。
【０００４】
　これらの上述の公知の機器には、それぞれ利点および欠点が伴う。例えば、細長い噴霧
器のユーザーは、２つの異なる（例えば、ホースなどの）塗料供給ライン、即ち１つは携
帯型噴霧器用で、他方が細長い噴霧器用のものである塗料供給ライン、を持っていなけれ
ば、使用者は１つの噴霧器から他方の噴霧器に変えるために、塗料供給ラインを減圧をせ
ねばならない。減圧をし、噴霧器を切り替えるのは、不便であり、面倒であり、より悪い
ことに、塗装面の外観に不連続性が生じうる。起動される伸張ポールは、この減圧の問題
を防ぐことができるが、これは、使用者がポール末端にある保持機構中に、代替となる携
帯型噴霧塗装器を挿入するまたはこれをこの機構から取り外すことができるからである。
しかしポールの長さ、噴霧の角度、および、ユーザーと対象とする表面との間の距離によ
っては、起動される伸張ポールの使用は、手際が悪く且ついらいらすることとなる可能性
があり、これにより、使用者を疲れさせ、仕事の品質に影響を与えうる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、細長い噴霧塗装器の使用におけるバランスを提供し、容易に使用すること
ができる塗料噴霧装置であって、塗料供給ラインの減圧に伴う不便さおよび面倒を防ぎ、
かつ、１回の塗装業務の間に噴霧塗装器を切り替えることがない塗料噴霧装置が必要であ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　第一の例示的な実施形態によれば、モジュール式の塗装噴霧器は、例えば、塗料やラッ
カーのような液体塗装材料を表面に塗布するために構成されている携帯型の噴霧塗装器で
ある。この噴霧塗装器は、バルブ筐体と引金本体とを有し、このバルブ筐体と引金本体と
は、選択的に結合可能であり、かつ分離可能である。バルブ筐体は、その中にノズル開口
が規定される前端と、この前端に対向しており、これを通ってバルブシャフトを収容する
ためのバルブシャフト穴（バルブシャフトボア）が規定されている後端と、前端と後端と
の間で伸張し中央にある内側の流体通路を規定している筐体側壁と、筐体側壁内にある流
体供給開口とを有する。
【０００７】
　バルブは、バルブ筐体に支持されている。このバルブは、後端とこの後端に対向する位
置にあるノズル閉鎖前端とを有する細長い（伸長する）バルブシャフトを有する。バルブ
シャフトは、バルブシャフト穴を通って、バルブシャフト軸に沿って伸張している。バル
ブシャフトは、流体密封でバルブシャフト穴の中に支持されていて、これによりバルブ筐
体に対して流体密閉可能に軸上で往復移動するように保持されている。これにより、ノズ
ル閉鎖端が内側の流体通路中に位置づけられ、後端は、バルブ筐体の後端より後方に位置
している。バルブシャフト穴を規定するバルブ筐体の一部分とバルブシャフトとの間の密
閉は、パッキン押さえによって達成されうるが、この装置は、本発明が関連する当業者に
は公知の装置である。バルブシャフトは、通常、ノズル閉鎖端がノズル開口を密閉してい
るノズル閉鎖位置に向かって付勢されていて、これにより、流体供給開口を通って流体通
路中に入る流体が、ノズル開口を通って出ないようにされている。バルブシャフトは、付
勢部材によって、ノズル閉鎖位置の方向である前方方向に付勢されている。この付勢部材
は、例えば、ある非限定的な例では、バルブ筐体内に保持され、バルブシャフトの一部分
の回りにらせん状に設けられているコイルバネである。バルブシャフトのノズル閉鎖端は
、これに代わる方法で構成することもできる。あるバージョン（型式、版）では、バルブ
は、ニードルバルブであって、これは、ノズル開口に直接差し込むタイプの先の鋭利なノ
ズル閉鎖端を有する。これに代わるバージョンでは、開口を閉鎖するために、バルブシャ
フトのノズル閉鎖端は、別体の開口密閉部材（例えば、球体）を、ノズル開口を規定する
一部分であるバルブ筐体の一部分に対して押しつける。
【０００８】
　ある実施形態では、引金本体は、人間の手で掴むように構成されたハンドルを有する。
ハンドルは、通常、噴霧画の画家およびデザイナーには周知のピストルグリップタイプの
ものである。胴部分（円筒状部分、銃身部分）は、ハンドルから前方によっていて、筐体
保持穴を有する。筐体保持穴は、後方筐体部分を選択的に受容し保持するように構成され
ている。このバルブ筐体の後端を含む後方筐体部分は、バルブ筐体の長さの一部分に沿っ
て伸張している。この筐体保持穴と後方筐体部分とは、断面が円筒状である。しかしなが
ら、明確に逆の限定がない場合には、本発明は、従属請求項に定義されているようには限
定されないと理解されるべきである。胴部分または後方筐体部分が、留め具（受け金具、
キャッチ）を担持しているバージョンもあり、この留め具は、胴部分または後方筐体部分
の他方中の留め具を受容する凹部中に付勢されるようにバネで負荷されている。ある例で
は、胴部分はバネで付勢された球体を担持し、これが、筐体保持穴に向かって放射状方向
で内側に対して機械的に付勢されていて、後方筐体部分の外側面には、その中に上述のバ
ネで付勢された球体を受容する凹部が規定されている。さらに追加的なバージョンでは、
凹部は、後方筐体部分の外側面の周りに設けられた継ぎ目のない環状凹部であって、後方
筐体部分が胴部分内に保持される際には、バルブ筐体が引金本体に対して回転可能になる
。これに代えて、バルブ筐体の保持はネジ群により達成されうると理解されるが、上述の
機構は、工具なしで、結合および結合解除される。
【０００９】
　引金本体は、さらに、引金を担持する。この引金は、ハンドルよりも前方に位置し、引
金旋回ピンにより、ハンドルに対して相対的に旋回可能に移動するために保持される。こ
の引金は、下方引金端と上方引金端とを有し、これらは、横断方向に間隔をとって離れて
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いる第一指部材（第一ヨークフィンガー、第一の結合された指のための部材）と、第二指
部材とを有する枠部材（ヨーク、結合部材）を規定している。引金本体と指部材のそれぞ
れとを貫通する形で、旋回ピンは引金を保持している。引金は、さらに、指と係合する引
金面を有し、これは人間の指により係合され、指部材間で横断方向に伸張するように構成
されている。指と係合する面を通る形で規定されているのは、バルブシャフトノッチ（バ
ルブシャフトの切欠き部分）であり、これは、指部材間の空間と通じているが、下方引金
端に向かって下向きに伸張していて、指部材間の距離よりも狭い。
【００１０】
　引金旋回ピンは、このピンと引金との上方引金位置と下方引き金位置との間の選択的な
線形変位（この線形変位は、バルブシャフト軸に対して直交する軸に沿っているが、必ず
しもこれに対して平行である必要はない）を円滑に行うために、引金本体中に規定されて
いる細長いピン溝（ピンスロット）内に保持されている。すなわち、このピンと引金とは
、バルブシャフト軸に対して直交する少なくとも１つの空間伸張成分を含む線形路に沿っ
て選択的に変位することができる。上方引金位置は以下のように規定され、すなわち、バ
ルブ筐体が引金本体と協働するように結合される際に（すなわち、後方筐体部分が胴部分
によって保持される際に）、バルブシャフトがバルブシャフトノッチを貫通して伸張し、
このバルブシャフトの後方端が引金より後方に位置づけられるように規定される。引金よ
り後方に位置づけられたバルブシャフトの長さの一部分は、バルブシャフトノッチを通過
するバルブシャフトの長さの一部分よりも断面が相対的により大きい。このより大きなバ
ルブシャフト部分は、バルブシャフト軸に直交する少なくとも１つの横断方向の次元で十
分大きくて、引金中のバルブシャフトノッチを通過することができない。このように、ノ
ズル開口を開くために、引金が使用者の指によって、ハンドルに向かって後方に旋回され
ると、指と係合する引金面に対向する後方のバルブ係合面が、より大きなバルブシャフト
部分と選択的に係合することができ、バルブシャフトが引金によって後方に引かれること
ができ、加圧された塗装材料がこれから排出されることが可能である。
【００１１】
　バルブ筐体を引金本体から取り外す、またはこれに挿入することを望む場合には、引金
とピンとが、下方引金位置に向かって変位する。この下方引金位置は、より大きなバルブ
シャフト部分が、引金を解放できるような位置である。すなわち、より大きなバルブシャ
フト部分がバルブシャフトノッチを規定する引金材料によって邪魔されずに、指部材間を
通って通過し、これにより、バルブ筐体の挿入と取り外しとが容易になる位置である。し
かし、操作モードでは、引金とピンとが、上方引金位置に保持されている。引金とピンと
を容易に操作モードに保持するために、引金本体はカムボルトを担持し、これは、第一の
ボルト位置と第二のボルト位置との間で選択的に変位可能である。様々なバージョンで、
カムボルトは、傾斜したピン係合面を有する楔形状の部分を有する。この楔形状の部分は
、引金旋回ピンと作用し、カムボルトが、軸上で第一のボルト位置の方向に変位するにし
たがって、引金旋回ピンが、傾斜したピン係合面を上っていき、ピンと引金とが、上方引
金位置に向かって変位するようになっている。逆に、カムボルトが第二のボルト位置に向
かって変位すると、ピンと引金とが、下方引金位置に向かって自由に変位されるべき状態
となる。ピンと引金とを上方引金位置中に選択的に保持し、かつカムボルトを対応する第
一のボルト位置に選択的に保持するために、カムボルトは、ピン受け台を有する。そして
、ピンと引金とが上方引金位置中にある時には、このピン受け台中に引金旋回ピンが収め
られる。より具体的には、カムボルトが、第一のボルト位置に向かって変位すると、引金
旋回ピンは、最上位置に達するまで、カムボルトの傾斜したピン係合面を上っていく。ピ
ン受け台は、引金の最上位置を規定するピン係合面の部分よりも後方に位置し、カムボル
トがはるばる第一のボルト位置に変位する際に、ピンがピン受け台中に落ちるように、位
置づけられている。引金旋回ピンがピン受け台中に収まることにより、意図せずカムボル
トが第二のボルト位置に向かって変位することが防がれ、これに伴って、引金と引金旋回
ピンとが下方引金位置に変位することが防がれる。カムボルトと引金旋回ピンとの相互作
用機能を増強するために、様々なバージョンのそれぞれで、ピン付勢部材が設けられ、こ
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れが、引金旋回ピンを、通常下方引金位置に向かって付勢している。いくつかある機能の
中で特に、ピン付勢部材は、引金旋回ピンがピン受け台中に収まった位置から移動するの
に対して抵抗をかけるように作用する。ピン付勢部材の付勢力は、通常の使用では、意図
せずにピンがピン受け台から外されるのを防ぐのに十分大きく、一方では、使用者が、カ
ムボルトを第二のボルト位置に向かって意図的にピンを外すことができるのには十分な小
さい付勢力を提供する。通常のバージョンでは、第二ボルトの位置は、引金本体に対して
相対的に第一のボルト位置の後方に位置づけられている。
【００１２】
　モジュール式の塗装噴霧器の代替となる実施形態は、例えば例示的な携帯型バージョン
と関連付けて上述したバルブ本体及びバルブと、ポールに取り付け可能な、バルブを作動
するためのバルブ筐体に対して選択的に協働するように連結可能、またはこれから連結解
除可能である作動部ヘッドとを有する。例示的なバージョンでは、バルブを作動する作動
部ヘッドは、ヘッド筐体を有し、ヘッド筐体は、前端および後端と、ポール取り付け部で
あって、これによって、ヘッド筐体が、伸張ポールの末端に固定されることができ、この
伸張ポールが、末端に加えて、末端と対向する近端と、末端よりも近端により近い位置で
旋回可能に取り付けられた引金とを有する。ヘッド筐体の前端に対して開いている筐体保
持チャンネルを有する胴部分は、バルブ筐体の長さの一部分を選択的に受容し保持するた
めに構成されていて、筐体保持チャンネルを有する。バルブシャフトレバーは、ヘッド筐
体内で、ヘッド筐体に対して相対的に、最も前方位置と後方位置との間で旋回可能に変位
するように取り付けられている。バルブシャフトレバーは、バルブ係合面を有し、この面
が、バルブ筐体の外側でバルブシャフトの一部分と選択的に係合し、バルブシャフトレバ
ーの最も前方位置が、バルブシャフトのノズル閉鎖位置に対応する。バルブシャフトレバ
ーは、細長い柔軟性を有する連結部に連結されていて、細長い柔軟性を有する連結部が、
ノズル開口を開くために、バルブシャフトレバーを後方位置に向かって変位させることが
でき、かつ、バルブシャフトを対応して後方に変位させることができる。この柔軟性を有
する連結部の別の部分は、引金に機械的に連結され、旋回されると、遠隔に位置づけられ
る引金が、バルブシャフトをノズル閉鎖位置から離れる方向で変位させる。
【００１３】
　代表的な、これに限定的されない実施形態は、以下の詳細な説明および添付の図面にお
いて、より完全に説明され、描画されている。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】例示的な塗装噴霧器を左側から見た図であり、この噴霧器は、携帯型の引金本体
と、バルブ筐体とを有し、このバルブ筐体は、選択的に取り外し可能で、引金本体と協働
するように結合され、引金本体上にある引金により選択的に開くことができるバルブを有
する、噴霧器の図である。
【図２】図１のバルブ筐体と引金本体とが互いに離れている（結合解除されている）状態
を示す左側から見た図である。
【図３】図１および図２の例示的な噴霧器を右側から見た断面図であり、いくつかの内側
の要素が示されている図である。
【図４】図１～図３の塗装噴霧器を左後方から見た分解図である。
【図５】代替となる塗装噴霧器組み立て部を左側から見た図であり、この組み立て部は、
ポールを取り付けることができる作動部ヘッドを有し、この作動部ヘッドは、図１～４と
同様のバルブ筐体と協働するようにこれを受容するよう構成され、かつバルブ筐体により
保持されたバルブを選択的に作動する、塗装噴霧器組み立て部の図である。
【図５Ａ】図５中に示した作動部ヘッドを左後方から見た図である。
【図６】図５および図５Ａの例示的なヘッドとバルブ筐体を左側から見た断面図であり、
選択された内側の要素が示されている図である。
【図７】図５～６の塗装噴霧組み立て部を左後方から見た分解図である。
【発明を実施するための形態】



(11) JP 5490798 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

【００１５】
　（発明の詳細な説明）モジュール式の塗装噴霧器システムの様々な実施形態に関する以
下の説明は、説明的な性格を有するもので、本発明の範囲またはその用途の応用を限定す
る意図はない。これにより、概要および詳細な説明中に記載された様々な実装、態様、バ
ージョンおよび実施形態は、添付の請求項の範囲内に入る非限定的な例としての性格を有
し、請求項の最大の範囲を定義するためには機能しない。
【００１６】
　図１～４を一括して参照すると、モジュール式の塗装噴霧器の第一の説明用の実施形態
は、噴霧塗装器２０であるが、これは、液体塗装材料（例えば、塗料）を分散させるため
に構成され、これは、バルブ筐体３０と、引金本体１００の形態を有するバルブ作動組み
立て部とを有する。図１および図２に示すように、バルブ筐体３０と引金本体１００とは
、互いに結合を外すことができ、分離可能である。図２中に最も明瞭に示されているが、
この図中、バルブ筐体３０は、引金本体１００から分離されていて、バルブ筐体３０は、
中にノズル開口４２が規定されている前端４０と、この第一の前端４０に対向する後端５
０と、この前端４０と後端５０との間で伸張し、かつ、中央の内側の流体通路７０を規定
する筐体側壁６０と、筐体側壁６０中の流体供給開口７２とを有する。この流体供給開口
７２は、図１中の塗装供給ホース７４ｈなどの流体供給管７４と、選択的に結合または結
合解除されることができ、この流体供給管は、管結合部７６を通って、加圧された流体塗
装材料（たとえば、塗料）の貯蔵部（不図示）に連結されている。バルブ筐体３０の後端
５０を通って規定されているのは、後述するようにバルブシャフトを収容できるためのバ
ルブシャフト穴５２である。
【００１７】
　主に図２および図３と参照すると、バルブ筐体３０はバルブ８０を支持している。この
バルブ８０は、後端８４とこの後端８４に対向する位置にあるノズル閉鎖前端８６とを有
する細長いバルブシャフト８２を有する。バルブシャフト８２は、バルブ筐体３０の後端
５０にあるバルブシャフト穴５２を通って、バルブシャフト軸Ａｖｓに沿って伸張してい
る。バルブシャフト８２は、バルブ筐体３０に対して流体密封で軸上往復移動をするため
に、バルブシャフト穴５２内で、密閉可能に支持されていて、前端８６が流体通路７０中
に設置され、その後端８４が、バルブ筐体３０の後端５０より後方に位置している。バル
ブシャフト穴５２を規定するバルブシャフト８２とバルブ筐体３０の一部分との密閉は、
本発明が関連する当業者には公知の装置であってこれゆえに図示しないパッキン押さえに
よって達成されうる。
【００１８】
　バルブシャフト８２は、ノズル閉鎖端８６がノズル開口４２を密閉している位置である
通常ノズル閉鎖位置に向かって付勢されていて、これにより、流体供給開口７２を通って
流体通路７０中に入る流体が、ノズル開口４２を通って出ないようにされている。バルブ
シャフト８２は、付勢部材８８によって、ノズル閉鎖位置の方向に、前方方向に付勢され
ている。この付勢部材８８は、例えば、ある非限定的な例では、バルブ筐体３０内に保持
され、バルブシャフト８２の一部分の回りにらせん状に設けられているコイルバネ８８ｃ
ｓである。概要で述べたように、バルブシャフト８２のノズル閉鎖端８６は、これに代わ
る方法で構成することもできる。しかしながら、バルブの構成は、本発明にとって特に重
要ではない。したがって、非限定的に、例示的な目的を有する例としてとして、図３の断
面図に示されたバルブ８０は、開口４２を閉鎖するために、選択的に開口密閉部材８９（
例えば、球体）を、ノズル開口４２を規定する一部分であるバルブ筐体３０の一部分に対
して押すバルブシャフト８２を有する。
【００１９】
　ある実施形態では、引金本体１００は、人間の手（不図示）で掴むように構成されたハ
ンドル１１０を有する。胴部分１２０は、ハンドルから前方によっていて、筐体保持穴１
２２を有する。この穴１２２は、後方筐体部分５４を選択的に受容し保持するように構成
されている。後方筐体部分５４は、バルブ筐体３０の長さの一部分に沿って伸張し、かつ
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バルブ筐体３０の後端５０を含む部分である。図面の中の様々なバージョンでは、筐体保
持穴１２２と後方筐体部分５４とは、断面が円筒状である。胴部分１２０は、留め具１２
６を担持し、この留め具１２６は、留め具バネ１２８により筐体保持穴１２２に向かって
放射状方向で内側に対して機械的に付勢されている。留め具１２６は様々な形で構成する
ことはできるが、図３の断面図中で示した例示的なバージョンでは、これは、半球状の先
端１２９を有する円筒状のものである。図２および図３に示したように、後方筐体部分５
４の外側面５５には、その中に留め具を受容する凹部５６が規定されていて、この留め具
を受容する凹部５６は、バネで付勢された留め具１２６の先端１２９を受容するために存
在する。ここで図示されたバージョンでは、凹部５６は、後方筐体部分５４の外側面５５
の周りに設けられた継ぎ目のない環状凹部である。この最後に述べた特徴により、バルブ
筐体３０と引金本体１００とが選択的に結合される際に、バルブ筐体３０と引金本体１０
０との間で、特定の相対的な角度の位置合わせの必要性を省くことができ、さらに、後方
筐体部分５４が胴部分１２０に保持される際には、バルブ筐体３０が引金本体１００に対
して回転可能になる。
【００２０】
　図１～図４を連続的に参照すると、引金本体１００は、さらに、引金１４０の形態を有
するレバーを有する。このレバーは、ハンドル１１０よりも前方に位置する。この引金１
４０は、下方引金端１４２と上方引金端１４４とを有し、これらは、横断方向に間隔をと
って離れている第一指部材１４８ａと、第二指部材１４８ｂとを有する枠部材１４６を規
定している。引金旋回ピン１６０は、引金本体を貫通し、指部材１４８ａ，１４８ｂのそ
れぞれが、ハンドル１１０に対して相対的に旋回運動可能な形で引金１４０を保持してい
る。引金１４０は、さらに、前方に面している指と係合する引金面１５０と、これに対向
する後方に面しているバルブ係合面１５４とを有する。これらの面１５０，１５４は、指
部材１４８ａ，１４８ｂよりも下方において、下方引金端１４２に向かって伸張していて
、横断方向では、指部材１４８ａと指部材１４８ｂとの間で伸張している。バルブシャフ
トノッチ１５６は、この指と係合する面１５０とバルブ係合面１５４とを通る形で規定さ
れて、指部材１４８ａと指部材１４８ｂとの間の空間とやりとりするが、この空間よりは
狭く、下方引金端１４２に向かって下向きに伸張している。
【００２１】
　図２を参照すると、引金旋回ピン１６０は、引金本体１００中に規定されている細長い
ピン溝１６４内に保持されている。このピン溝１６４により、バルブ筐体３０が引金本体
１００に協働するように結合される際には、ピン１６０と引金１４０とが、選択的に線形
に変位することができるが、これは、バルブシャフト軸Ａｖｓに対して直交する空間伸張
成分を含む方向で行われる。ピン１６０と引金１４０とは、図１および図２にそれぞれ示
すように、上方引金位置ＰＴＵと下方引金位置ＰＴＬとの間で線形変位可能である。上方
引金位置ＰＴＵは以下のように規定される。すなわち、バルブ筐体３０が引金本体１００
と協働するように結合される際に（すなわち、後方筐体部分５４が胴部分１２０によって
保持される際に）、バルブシャフト８２がバルブシャフトノッチ１５６を貫通して伸張し
、このバルブシャフト８２の後方端８４がバルブ係合面１５４より後方に位置づけられる
。引金１４０より後方に位置づけられるバルブシャフト８２の長さの一部分は、バルブシ
ャフトノッチ１５６を通過するバルブシャフト８２の長さの一部分よりも断面がより大き
い。このより大きなバルブシャフト部分８５は、バルブシャフト軸Ａｖｓに直交する少な
くとも１つの横断方向の次元で十分大きくて、引金１４０中のバルブシャフトノッチ１５
６を通過することができないシャフト肩部８５Ｓを規定している。したがって、ノズル開
口４２を開くために、引金１４０が使用者の指によって、ハンドル１１０の方向に向かっ
て後方に旋回されると、バルブ係合面１５４が、より大きなバルブシャフト部分のシャフ
ト肩部８５Ｓと選択的に係合することができ、バルブシャフト８２が引金１４０によって
後方に引かれることができる。バルブシャフト８２は、複数の部品を有することができ、
例えば、シャフト肩部８５Ｓを規定しているより大きなバルブシャフト部分８５は、より
厚みのないシャフト要素上にネジ止めされる別体の部品（例えば、ナット、スリーブまた
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はキャップ）から構成することも可能であると理解されるべきである。
【００２２】
　図２を参照すると、バルブ筐体３０を引金本体１００から取り外す、またはこれに挿入
することを望む際には、引金１４０とピン１６０とが、下方引金位置ＰＴＬに向かって変
位する。この下方引金位置ＰＴＬは、より大きなバルブシャフト部分８５が引金１４０を
解放できるような位置である。すなわち、このより大きなバルブシャフト部分８５は、バ
ルブシャフトノッチ１５６を規定する引金材料によって邪魔されずに、指部材１４８ａと
指部材１４８ｂとの間を通って通過し、これにより、バルブ筐体３０の挿入と取り外しと
が容易になる。これとは逆に、操作時には、引金１４０とピン１６０とは、例えば、図１
に示す位置のような上方引金位置ＰＴＵ中に保持される。引金１４０とピン１６０とを上
方引金位置ＰＴＵに保持するために、引金本体１００は、カムボルト１８０を担持し、こ
れは、図１および図２にそれぞれ示したように、第一のボルト位置ＰＢ１と第二のボルト
位置ＰＢ２との間で選択的に変位可能である。さらに、図３の断面図と図４の分解図とを
参照すると、カムボルト１８０は、互いに対向する第一端１８１と第二ボルト端１８２と
を有する。カムボルト１８０の長さの一部分に沿って第一端１８１から伸張しているのは
、ボルト作動部１８４であり、これは、使用者が指（不図示）で掴む（例えば、指の間で
締め付ける）ように構成された掴み面１８５を有する。ボルト作動部１８４と第二ボルト
端１８２との間には、楔形状の部分１８６があり、これは、傾斜したピン係合面１８７を
有する。
【００２３】
　楔形状の部分１８６は、引金旋回ピン１６０と作用し、カムボルト１８０が、軸上で、
第一のボルト位置ＰＢ１の方向に変位するにしたがって、引金旋回ピン１６０が、傾斜し
たピン係合面１８７を上っていき、ピン１６０と引金１４０とが、上方引金位置ＰＴＵに
向かって変位するようになっている。逆に、カムボルト１８０が第二のボルト位置ＰＢ１
に向かって変位すると、ピン１６０と引金１４０とが、下方引金位置ＰＴＬに向かって自
由に変位されるべき状態である。ピン１６０と引金１４０とを上方引金位置ＰＴＵ中に選
択的に保持し、かつカムボルト１８０を対応する第一のボルト位置ＰＢ１に選択的に保持
するために、カムボルト１８０は、ピン受け台１８８を有する。そして、ピン１６０と引
金１４０とが上方引金位置ＰＴＵ中にある時には、このピン受け台１８８中に引金旋回ピ
ン１６０が収められる。より具体的には、カムボルト１８０が、第一のボルト位置ＰＢ１
に向かって変位すると、引金旋回ピン１６０は、最上位置に達するまで、傾斜したピン係
合面１８７を上っていく。ピン受け台１８８は、傾斜したピン係合面１８６の引金の最上
位置を規定する部分とボルト作動部１８４との間にあり、カムボルト１８０が第一のボル
ト位置ＰＢ１に向かってはるばる変位するにしたがって、ピン１６０はピン受け台１８８
中にセットされる。
【００２４】
　おそらく図３が最も明瞭に示すように、引金旋回ピン１６０がピン受け台１８８中に収
まることにより、意図せずカムボルト１８０が第二のボルト位置ＰＢ２に向かって変位す
ることが防がれ、これに伴って、引金１４０と引金旋回ピン１６０とが下方引金位置ＰＴ
Ｌに変位することが防がれる。カムボルト１８０と引金旋回ピン１６０との相互作用機能
を増強するために、様々なバージョンのそれぞれで、ピン付勢部材１６２が設けられ、こ
れが、引金旋回ピン１６０を、通常下方引金位置ＰＴＬに向かって付勢している。いくつ
かある機能の中で特に、ピン付勢部材１６２は、引金旋回ピン１６０がピン受け台１８８
中に収まった位置から移動するのに対して抵抗をかけるように作用する。ピン付勢部材１
６２の付勢力は、通常の使用では、意図せずにピン１６０がピン受け台１８８から外され
るのを防ぐのに十分大きく、一方では、使用者が、掴み面１８５を掴んで、カムボルト１
８０を第二のボルト位置ＰＢ２に向かって意図的にピン１６０を外すことができるのには
十分な小さい付勢力を提供する。
【００２５】
　再度図１を参照すると、様々なバージョンで、ホース保持部１９０が存在するが、これ
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が、ハンドル１１０の台尻１１２から下方向へよっている。図１に示されたホース保持部
１９０は、らせん状のガイド部１９２を規定するために巻きつけられた金属などの剛性材
料を有する。ホース保持部１９０に類似する保持部は、当業者には公知である。しかしな
がら、この種の保持部は、従来あまりにもきつく巻かれていて、つるまき線を軸上で通る
場合以外には、通常の直径のホースがつるまき線から取り外されることができなかった。
したがって、従来の仕様に基づいて作られたらせんホース保持部から塗料供給ホースを取
り外すためには、ユーザーは、ホースが噴霧塗装器に連結されている管結合部から、ホー
スの結合を解除する必要があった。このように結合を解除する場合には、加圧された塗装
材料を供給しているシステムを減圧することが必要となる。これとは異なり、本発明の様
々なバージョンでは、らせん状のガイド部１９２のピッチｚは以下のように規定されてい
る。すなわち、特定の最大限のホース外側径ＤＯＨを有する塗装供給ホース７４ｈを、ら
せん状のガイド部１９２から「巻くこと」によりつるまき線から外すことができるように
規定されている。これは、通常、ピッチｚが、少なくともホースの外側径ＤＯＨと同じく
らい大きいことを意味しているが、概ねこれより大きく、これにより、より大きなピッチ
ｚにして、例えば、ホース７４ｈが製造されている材料の剛性などを示す因子に対応する
ことを意味する。バルブ筐体３０をホース７４ｈから外すことなしに、ホース７４ｈをら
せん状のガイド部１９２から解除することができるので、引金本体１００は、別のバルブ
筐体３０、例えば、別の色の塗料に連結された別のバルブ筐体３０に容易に結合すること
ができ、または、引金本体１００から結合解除されたバルブ筐体３０が容易に別の携帯型
引金本体１００、または、これに代わるバルブ作動組み立て部であって、例えば、以下に
、図５～図７に関連して説明する例示的なポール取り付け作動部ヘッド３００に容易に結
合されることができる。
【００２６】
　図５～７に示す作動部ヘッド３００は、高い位置にある塗装されるべき場所に容易に到
達するために、伸張ポール（不図示）に取り付けるように構成されている。まず図５およ
び図５Ａの外側図を参照すると、作動部ヘッド３００は、ヘッド筐体３１０形態の本体を
有し、このヘッド筐体３１０は、前端３１２と後端３１４とを有し、左側側面３１６と右
側側面３１８とを有する。ヘッド筐体３１０は、さらに、ポール取り付け部３１９を有し
、このポール取り付け部によって、ヘッド筐体３１０は、伸張ポールの末端に固定されう
ることができる。この伸張ポールは、この末端と対向するポールの近端において引金を有
する。伸張ポールの例は示していないが、これは、本発明に関わる当業者が本発明を理解
する上で必要ではないからである。様々なバージョンでは、ヘッド筐体３１０が伸張ポー
ルに対して旋回可能なように、ポール取り付け部３１９が伸張ポールの末端に固定される
。
【００２７】
　ヘッド筐体３１０内に規定される胴部分３２０は、筐体保持穴３２２を有し、この筐体
保持穴３２２は、ヘッド筐体３１０の前端３１２に対して開いていて、例示的した引金本
体１００に関連して上述した後方筐体部分５４を選択的に受容しかつ保持するように構成
されている。図面中の様々なバージョンでは、筐体保持穴３２２と後方筐体部分５４とは
、その断面が円筒状である。胴部分３２０は留め具３２６を担持する。この留め具３２６
は、引金本体１００と関連して説明した留め具１２６と類似のものである。この留め具３
２６は、留め具バネ３２８により、筐体保持穴３２２に向かって、放射状方向で内側に対
して機械的に付勢されている。留め具３２６は様々な形で構成することはできるが、図６
の断面図中で示した例示的なバージョンでは、これは、半球状の先端３２９を有する円筒
状のものである。図３に関連して述べたように、後方筐体部分５４の外側表面５５には、
その中に、留め具を受容する凹部５６が規定されている。この留め具を受容する凹部５６
は、バネで付勢された留め具３２６の先端３２９を受容するように構成されているが、こ
れは、図３のバネで付勢された留め具１２６の先端１２９を受容したとして図示されてい
る凹部５６と同様に構成されている。凹部５６が、図３および６で示したように、後方筐
体部分５４の外側面５５の周りに設けられた継ぎ目のない環状の凹部である時、バルブ筐
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体３０と作動部ヘッド３００との間には、特定の相対的な角度の位置合わせは不要である
が、これは、この２つが選択的に結合されているからである。さらに、後方筐体部分５４
が胴部分１２０内に保持される際には、継ぎ目のない環状の凹部５６により、作動部ヘッ
ド３００に対するバルブ筐体３０の回転が可能になる。
【００２８】
　続けて、図６の内側の図を参照し、さらに、図７の分解図を参照すると、作動部ヘッド
３００は、さらにバルブシャフトレバー３４０を有する。このバルブシャフトレバー３４
０は、ヘッド筐体３１０内に、ヘッド筐体３１０に対して相対的に旋回可能に、前方位置
（図６に図示）と後方位置（図６に矢印で指示）との間で、変位するように取り付けられ
ている。様々なバージョンでは、レバー３４０は、レバー搬送台により保持されていて、
これは図６および７の図示されたバージョンでは、レバー容器３５０の形態を有する。実
際には、図６中での前方位置と後方位置との指示が、レバー３４０の変位を図示するため
に示すことが意図されている一方で、図面中での煩雑さを防ぐために、これらはレバー３
４０そのものではなく、レバー容器３５０に関連して表記がされている。レバー搬送台（
すなわち、容器３５０）は、それ自体、レバー旋回ピン３６０を介して、ヘッド筐体３１
０内でヘッド筐体３１０に対して、旋回可能に取り付けられていて、これにより、バルブ
シャフトレバー３４０がヘッド筐体３１０内で旋回可能に取り付けられる。このレバー３
４０は、さらに、レバー壁３４１を有し、このレバー壁３４１は、その一部分を貫通し、
鍵状のバルブシャフト開口３４２を規定し、このバルブシャフト開口３４２が、第一開口
部分３４２ａと、この第一開口部分３４２ａよりも大きな（例えば、より大きな）第二開
口部分３４２ｂとを有する。レバー壁３４１は、さらに、後方直面バルブ係合面３４４を
有するが、この目的に関しては、以下でより詳しく説明する。
【００２９】
　まだ図６および図７に関するが、バルブ筐体３０が、作動部ヘッド３００と協働するよ
うに結合する際には、バルブシャフト８２は、鍵状のバルブシャフト開口３４２を通って
、かつ容器３５０中の前方バルブシャフト開口および後方バルブシャフト開口（符合はつ
けていない）を通って伸張していて、バルブシャフト８２の後端８４が、バルブ係合面３
４４の後方に位置づけられる。バルブ係合面３４４より後ろに位置づけられるバルブシャ
フト８２の長さの一部分は、鍵形状のバルブシャフト開口３４２を貫通するバルブシャフ
ト８２の長さの一部分よりも相対的に断面がより大きい。このより大きなバルブシャフト
部分８５は、バルブシャフト軸Ａｖｓに直交する少なくとも１つの次元で十分大きくて、
鍵状のバルブシャフト開口３４２のより小さい第一開口部分３４２ａを通過することがで
きない肩部８５Ｓを規定している。
【００３０】
　レバー３４０の前方位置とは、バルブシャフト８２（図３参照）が、この位置でノズル
閉鎖端８６がバルブ筐体３０の前端４０でノズル開口４２を密閉する位置であるノズル閉
鎖位置にある位置に、対応する。レバー３４０が、その後方位置に向かって後方に旋回す
るにしたがって、バルブ係合面３４４が、バルブシャフトのより大きな部分のシャフト肩
部８５Ｓと係合し、バルブシャフト８２が、レバー３４０によって後方に変位させられ、
ノズル開口４２が開かれる。
【００３１】
　遠隔位置にある機構、例えば、伸張ポールの近端に設けられた引金によって、レバー３
４０を後方位置に向かって変位可能にするために、レバー３４０は、より長い柔軟性を有
する連結部４００に連結されている。図６および図７のバージョンでは、レバー３４０は
、柔軟性を有する４００に直接結合されていず、その代わりに、レバー３４０が保持され
ている容器３５０が、柔軟性を有する連結部４００に結合されている。バルブ筐体３０が
作動部ヘッド３００から容易に取り外される、またはこれに挿入されるように、レバー３
４０は、バルブシャフト軸Ａｖｓに対して直交する空間伸張の成分を含む方向で、線形変
位することができ、より大きなバルブシャフト部分８５が、鍵状のバルブシャフト開口３
４２のより大きい第二開口部分３４２ｂを通過するのに合わせられる。より具体的には、
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て線形に変位されるように、レバー３４０がレバー搬送台３５０により担持される。図６
では、レバー３４０が第一の線形位置で示されている。レバー３４０中の第一開口部分３
４２ａがシャフト肩部８５Ｓと十分位置合わせされ、バルブシャフト８２がレバー３４０
中のバルブシャフト開口３４２を通って軸上で変位できないように、第一の線形位置は規
定されている。この結果、レバー３４０が後方位置に向かって旋回されると、バルブ係合
面３４４は、シャフト肩部８５Ｓに係合し、バルブシャフト８２が、ノズル開口４２を開
くために、後方に変位される。シャフト肩部８５Ｓが、鍵状のバルブシャフト開口３４２
の第二のより大きな開口部分３４２ｂを通って軸上変位することができるように、第二の
線形位置は規定されていて、これにより、バルブ筐体３０が作動部ヘッド３００から選択
的に取り外される、またはこれに挿入されるのが容易になる。
【００３２】
　様々なバージョンで、レバー３４０は、通常前方の旋回位置と第一の線形位置の両方に
向かって付勢されている。このために、図６および７で例示したバージョンは、１つのレ
バー付勢部材３７０を有し、これが、双方の付勢機能を果たしている。この図示したバー
ジョンでは、レバー付勢部材３７０はコイルバネ３７２の形態を有し、これが筐体ヘッド
３１０とレバー３４０とに結合されて、レバー３４０が外部力により第二の線形位置（こ
の場合、上方向に）押された際に、第一の線形位置に向かって（この場合、下方向に向か
って）収縮抵抗力を与える。このバネ３７２は、さらに、レバー３４０と位置合わせされ
ていて、レバー３４０が前方旋回位置にある際には、レバーが後方旋回位置にある際より
も、このバネ３７２のらせん部分が、より「軸上」にあるようにする。コイルバネ３７２
のつるまき線が真っ直ぐな軸にそって伸張する姿勢の方向に向いてこのコイルバネ３７２
が傾けられることにより、レバー３４０を前方旋回位置に向けて付勢すると理解されるで
あろう。上述の付勢機能が、上述に代わる別体の付勢部材３７２によってさえ提供可能で
あり、単一のコイルバネ３７２の例は単に例示的な性格を有し、従属請求項に規定される
ように本発明を限定するものではないとも理解されるであろう。
【００３３】
　バルブ筐体３０を作動部ヘッド３００から選択的に取り外す、またはこれに挿入する目
的で、レバー３４０を第二線形位置中に容易に選択的に変位させるために、ポスト３５２
が、レバー３４０を筐体ヘッド３１０の外側と機械的に結合させ、使用者が手動でレバー
３４０を変位させることができる。図５～７の例示的なバージョンでは、ポストは、レバ
ー３４０からよっていてポストの開口３５５を通って横方向で、筐体ヘッド３１０の一方
の側に伸張する。さらに、図５～７のバージョンでは、筐体ヘッド３１０の外部に伸張す
るポスト３５０の端部は、指で触れる係合面３５８を有するレバーボタン３５７となって
いる。
【００３４】
　上述は、本発明の原理を例示すると考慮される。さらに、様々な態様への修正および変
更および実装は、本発明の範囲および精神から外れることなく、当業者には思いつくであ
ろうので、上述は、従属請求項に表現されているように、本発明を、上で示しかつ説明し
た正確な構成、実装およびバージョンに限定するものではないと理解されるべきである。
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